
聖眼寺（しょうげんじ）は、下地にあるお

寺です。平安時代に吉祥山のふもとに建てら

れましたが、鎌倉時代に下地に移転したとい

われています。

聖眼寺は、徳川幕府（とくがわばくふ）を

開いた徳川家康（とくがわいえやす）とも関

係があります。１５６４年徳川家康が、下地

の対岸（たいがん）にある吉田城（よしだじ

ょう）を攻撃（こうげき）ました。下地合戦（しもじかっせん）のはじまりで

す。下地は最前線（さいぜんせん）

となり、家康は聖眼寺に本陣（ほん

じん）を構えました。家康は、聖眼

寺にある太子堂（たいしどう）で必

勝を祈願（きがん）し、ここで金扇（きんせん）をもらい、それを用いてさい

配をふるったと伝えられています。家康が使った金扇馬標（きんせんうまじる

し）は太子堂に縁起（えんぎ）がある

そうです。下地合戦は聖眼寺の僧が使

者として吉田城にいき和ぼくを成立さ

せ終わりました。そのはたらきがみと

められ、聖眼寺は幕府や吉田藩からあ

つい保護を受けました。

現在たっている聖眼寺は、後に移転

（いてん）されたもので当時の建物で

はありません。しかし、いってみると

いろいろなところに家康との関係を見

つけることができます。

〈参考資料 『豊橋校区史４８下地』 『郷土史 下地』〉
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旧東海道の
下地交差点の
近くにあるよ。
徳川家の家もん
も探してみよう。


